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　　 これまでのあゆみ

　島根県サッカー協会は、昭和24年に島根県蹴球協会
が創られたことにより産声をあげた。その後、平成８年
に松江市に事務局を常設し、社団法人となり、平成24年
に一般社団法人に移行して現在に至っている。
　この間、（公財）日本サッカー協会や行政機関等各種
関係機関と連携を図り、サッカーの普及・強化、施設整
備等を行ってきた。平成11年に県立サッカー場（益田市）
改修の働きかけをしたほか、平成18年に松江市に人工芝
グラウンド、平成24年にはサンビレッジ浜田人工芝ス
ポーツ広場、平成29年には出雲健康公園多目的広場（人
工芝）の整備を行った。現在も各地域のさまざまな年代
の活動の拠点となっている。
　令和４年には、県内初のフットサル国際親善試合日本
代表対ブラジル代表が松江市総合体育館で開催された。
当日は、多くの観衆が詰めかけ、関心の高さが感じられた。

　　 現在の状況

　現在、県内にＪリーグで戦うチームは存在しないが、
毎年、中国サッカーリーグで上位の成績を収めているベ
ルガロッソいわみが、Ｊリーグ参入を目指して挑戦を続け
ている。
　また、平成30年から日本フットサルリーグ（Ｆリーグ）
ディビジョン２に参入しているポルセイド浜田も、上位進
出を目指している。
　令和５年、県内唯一の女子チームであるディオッサ出
雲FCが、９年間に及ぶ挑戦を経て悲願のなでしこリーグ
２部参入を果たした。

令和５年11月　ディオッサ出雲FCが昇格達成

　また、E-WING出雲が、全国クラブチームサッカー選
手権大会において全国優勝を果たすという素晴らしい結
果を残している。
　Ｊリーグへの参入、リーグ上位への進出とも決して簡単
な道のりではないが、選手、スタッフ、サポーターが共
に戦う姿を、当協会としても後押しをしていきたい。
　こうした社会人の挑戦とともに高校生以下の育成年代
での活躍も目を引いている。高円宮杯JFA U-18サッカー

プリンスリーグ中国で戦う立正大学淞南高等学校、令和
６年度から参入した大社高等学校を中心に、各地で熱い
戦いが繰り広げられている。
　中学年代でも、令和５年、中国中学校サッカー選手権大
会で準優勝した出雲市立第三中学校が、32年ぶりの全
国大会出場を決めるなど、今後が楽しみな結果を残して
いる。

令和５年８月　出雲三中が中国中学総体準優勝

　小学生年代では、少子化の影響を受け、全体の登録
数こそ減少傾向が続いている。しかし、サッカーの入口
となるキッズ年代も含め、多くの子どもたちがサッカーイ
ベントに参加している。男女を問わず笑顔で活動してい
る子どもたちの姿に、サッカーの楽しさ、スポーツのもつ
魅力が感じられる。今後もさまざまなイベントを通して、
子どもたちの笑顔を支えていきたい。

令和５年８月　マジカルフィールド参加のみなさん

　また、シニア世代のサッカーも年代別の大会が整備さ
れ、県内の選手数も増加している。他支部、他県との交
流も盛んに行われ、生涯スポーツとして定着している。

　　 これから

　2030年に行われる島根かみあり国スポ・全スポに向け、
「ゴールを奪う」「ボールを奪う」というサッカーの本質を
追求しながら、競技力向上を図っている。それと同じよ
うにサッカーを通して、「大切に思う気持ち」「リスペクト
の精神」の醸成にも力を注ぎ、ふるさと島根に対する誇
りと愛着をもつ選手、指導者の育成を図り、サッカーファ
ミリーの拡大に尽力していきたい。

一般社団法人 島根県サッカー協会

　　 これまでのあゆみ

　島根県剣道連盟は、昭和27年10月の全日本剣道連盟
設立を機に、翌昭和28年４月に前身である「島根県撓（し
ない）競技連盟」を改称・設立した。昭和29年には島
根県体育協会に加盟している。
　設立と同時に、県内各市・郡でも地区剣道連盟が設立
され、平成の大合併後に現在の12地区に警察、教職員、
刑務官、社会人、道場連盟を加えた組織となり、現在に
至っている。昭和28年に「第１回島根県段別剣道選手権
大会兼全日本剣道選手権島根県予選」が、昭和29年に
は「第１回職域剣道大会」が開催され、今も歴史を重ね
継続している。また、各地区でも大会は盛大に開催され
るようになり、その多くは地区の剣道の発展とともに現
在も引き継がれている。
　昇段級位審査も、県主催による四・五段審査を年２回、
各地区では三段以下の段級位審査を年２回実施し、剣道
の発展に努めている。剣道は戦後禁止された経緯がある
が、多くの愛好家の思いと努力により、現在に至っている
日本の伝統文化である。

　明治44年２月、松江城二の丸内に竣工された武徳殿。広さ約83坪
で昭和40年頃まで武道の中心的道場として存在していた。

　　 現在の状況

１．全国大会開催
　 　島根県は全国的には小規模県だが、平成26年９月
21日、全国から選抜された「心技体」ともに円熟した
選手が一堂に会する、日本剣道界最高峰の大会である
「第60回全日本東西対抗剣道大会」を島根県立浜山
体育館で開催した。また、令和５年８月10日、全国を
代表する教職員の最高の大会である「全国教職員剣道
大会」を松江市総合体育館で開催した。両大会とも関

係者並びに県内剣道会員の協力により、成功裏に終わ
ることができた。この経験は島根県剣道連盟として、
大きな自信と財産となった。
２．全国大会での活躍
　 　令和４、５年は全国高等学校総合体育大会男子個人
戦で２年連続３位、令和５年には男子団体戦も３位入
賞、国民体育大会では男・女少年が本戦に出場、女子
は２年連続、男子は５位入賞を果たした。また、全国
高等専門学校の全国大会でも松江工業高等専門学校
が令和４、５年に男子団体で優勝し２連覇を達成して
いる。さらに、先の全国教職員剣道大会でも、団体
の部で２年連続準優勝、女子個人でも３位入賞を果た
すなど、2030年島根かみあり国スポに向け、好成績
を上げている。

　　 これから

１．人口減少対策
　 　剣道人口減少対策は喫緊の課題である。剣道の魅
力を広報・啓発し、生涯剣道に繋がるように啓発活動
に努めるとともに、各地区、組織での長期、短期両面
での実効性ある計画と対策を支援し、剣道人口の確
保、育成、拡充に努めることとしている。
２．ガバナンス
　 　コンプライアンスの確立は、各競技団体も同じく、
連盟の発展に必要不可欠である。剣道の理念である
「剣の理法の修錬による人間形成の道」を実践するた
めにも、この種の事案を絶対に出さないための指導・
教育に努めることとしている。
３．選手の強化
　 　2030年島根かみあり国スポでの島根県総合優勝に
貢献するため、剣道競技総合優勝を目指して、選手の
強化に努めていく。

島根県剣道連盟
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